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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耐火性バット材料であって、
　上面および下面を有する層であって、前記上面から前記下面まで延びる複数の実質的に
垂直に配向された難燃処理された繊維を含み、前記実質的に垂直に配向された難燃処理さ
れた繊維が、防火処理されたリヨセル繊維であり、前記実質的に垂直に配向された難燃処
理された繊維が、ポリリン酸アンモニウムで処理されたリヨセル繊維を含み、前記実質的
に垂直に配向された難燃処理された繊維が、前記層の５０パーセントより多い層と、
　バインダー材料とを含む、耐火性バット材料。
【請求項２】
　前記リヨセル繊維が３．８１～７．６２ｃｍ（１．５～３．０インチ）の平均長さを有
する、請求項１に記載の耐火性バット材料。
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【請求項３】
　前記耐火性バット材料が１６９～６１０グラム/平方メートル（５～１８オンス／平方
ヤード）の坪量を有する、請求項１に記載の耐火性バット材料。
【請求項４】
　前記実質的に垂直に配向された処理された難燃性繊維の防火性材料の装填が、１６ Ｃ
ＦＲ Ｐａｒｔ １６３３（２００７）として定められた燃焼性基準を満たすために有効な
量である、請求項１に記載の耐火性バット材料。
【請求項５】
　１．２７ｃｍ～７．６２ｃｍ（０．５インチ～３インチ）より大きい厚さを有する、請
求項１に記載の耐火性バット材料。
【請求項６】
　前記上面から前記下面まで延びる前記実質的に垂直に配向された難燃処理された繊維が
、プリーツ形態である、請求項１に記載の耐火性バット材料。
【請求項７】
　請求項１に記載の耐火性バット材料を含む、マットレス。
【請求項８】
　物品を防火する方法であって、
　布帛ティッキングを含む層、バット材料の層、および任意選択のステッチ裏地層を組み
合わせる工程であって、バット材料層は、上面、下面、前記上面から前記下面まで延びる
複数の実質的に垂直に配向された難燃処理された繊維、およびバインダー材料を含み、前
記実質的に垂直に配向された難燃処理された繊維が、前記層の５０パーセントより多く、
防火処理されたリヨセル繊維がポリリン酸アンモニウムを含む工程と、
　複合材料を形成するためにそれらの層を縫い合わせる工程と、
　前記複合材料を物品に組み込む工程と
　を含む、方法。
【請求項９】
　前記バット材料層と前記任意選択のステッチ裏地層との間に介在されたフォーム層を、
さらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記バット材料層が１．２７～７．６２ｃｍ（０．５～３．０インチ）の厚さを有する
、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記バット材料層が１６９～６１０グラム/平方メートル（５～１８オンス／平方ヤー
ド）の坪量を有する、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記実質的に垂直に配向された難燃処理されたものの中および／または上への防火性材
料の装填が、１６ ＣＦＲ １６３３（２００７）として定められた燃焼性基準を満たすた
めに有効な量である、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記バインダー材料が、１３０℃未満の周囲部融点を有する二成分ポリエステルである
、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記上面から前記下面まで延びる複数の実質的に垂直に配向された難燃処理された繊維
が、プリーツ形態である、請求項８に記載の方法。
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